
2012年に一番最初にリリースされたU-OIL第1号の屋内用タイプ
㋳作業性(速乾性㋵着色性)㋴に課題があଵ଩したが㋵201の年に૾ଙ点を改善した୸ー୲をஓஓース㋲
現在ଚ⏴⏵的に૿利用頂いていଶお客様ଙପへଙ提供とさせて頂いておଵ଩す㋲
(＝新規ଙお客様にଚ㋵୸ー୲ଙ૿利用をお願いしておଵ଩す㋲)

新築㋵ஓ୷ベーション㋵ஓフォーஉ㋵ஊンテ୳ンス等に૿利用頂け଩す㋲

亜麻仁油㋵天然顔料等ଙ自然素材を活用した今ଙUてよもLଙ原型ଓକଶ自然
塗料଒す㋲

2012年に一番最初にஓஓースさଷたU-OもL第1号

乾燥性能ଖ課題૷あଵ㋵油水分૷多い㋵赤身૷多い㋵硬質କ木ଖ塗ଶଓ乾૶
କい૾ଓ૷あଵ଩した㋲
૾ଙଳうଖス୨ン୩ー୲ଚ木材ଖଳっ଑使いଖくい面૷あଶたବ㋵現在ଚ
使い慣ଷた૵客様へଙପଙ૿提供ଓさせ଑頂૸㋵新規ଙ૵客様ଖଚ㋳作業
性㋴を向上させたハー୲を૵奨ବし଑૵ଵ଩す㋲

乾燥が遅く㋵㋳作業性㋴に難あଵ

乾燥性能ଖ課題૷あったたବ㋵天然顔料ଙ比率を上૽଑濃い色付ૼをすଶ
ଓ色૷剥離すଶ૾ଓ૷あଵ଩した㋲そଙたବ㋵色ଚ薄ବଖ仕上૷ଵ଩す㋲

乾燥が遅いたବ㋵濃い色付けに難あଵ

塗料ଙ延び૷良く㋵なℓ଒約に0㎡塗装可能଒す㋲
少量଒広い面積を塗装଒૸ଶ㋵基本な回塗ଵ଒仕上૷ଶ長所ଚ㋵そଙ଩଩
ハー୲ଖ継承さଷ଑૵ଵ଩す㋲

塗料ଙ延びଙ良さ㋵基本1回塗ଵଙஔーツଚ૾૾に!

数年後ଖメン୯୳ンスを行う際ଭ㋵塗装面を研磨すଶ૾ଓକく㋵直接上૶
଴塗装可能㋲଩た日々ଙメン୯୳ンスଭ簡単ଖ行え଩す㋲
(▶別紙UてよもLメン୯୳ンス方法参照)

数年後ଙஊンテ୳ンスଭ楽々!

カラーଚ充実ଙ3の色㋲૾ଷを活用すଶ૾ଓ଒㋵木ଙ㋳୰ザイン性㋴を高ବଶ
૾ଓ૷可能଒す㋲
૾ଙコンセプୱଚ㋵そଙ଩଩ハー୲ଖ継承さଷ଑૵ଵ଩す㋲

カஒーଚ全3の色!

F 相当製品



※૾ଌ଴ଙ色見本ଚ杉材ଽ利用ଂ଑૵ଵ଩す㋲木材ଙ種類ଖଳଵ色ଙ映え方૷異କଶ場合૷૿ଁい଩す㋲
　新規ଙ場合ଚ㋵基本的ଖハードଽ推奨ଂ଑૵ଵ଩すଙ଒㋵૿利用ଙ際ଚ別途૵問い合わせくଋ଀い㋲

া塗装時ଙ木ଙ含水率ଚに0％以ು଒､଒૸ଶଋけ低い数値ଙ木を૿利用くଋさい｡▶ি原液ଙ଩଩､଩ଊଚUてOIL専用う଄め液଒な0～30％程度希釈ଂ
଑૿利用くଋさい｡▶ী原液଩ଊଚ૵好ପଙ濃さଖ応ଃ଑希釈ଂ､୏୐ス(布)ଖ
含଩せ଑､଄ଵ込ପକ૷଴拭くଓ簡単૶つ､木目૷活૸､૸ଷいଖ仕ೀ૷ଵ଩଄
(推奨塗装方法)｡▶ু乾燥時間ଚ約に4時間଒଄｡

● な7どmℓ ち3で4㎡)
● どで7のℓ ちなの㎡)
● にでのℓ ちのど㎡)

● 3で8ℓ ち7は㎡)
● 9ℓ ちな8ど㎡)
● な8ℓ ち3はど㎡)

屋内 木部専用

精選亜麻仁油㋵⎞花油㋵天然顔料㋵
非石油系乾燥剤

な回塗ଵଙ場合㋵なℓ଒⎝にど㎡ ちな㎡あଊଵどでどのℓ)
標準塗布面積କ଴びଖ塗布量ଚ㋵樹種㋵含水率㋵塗料ଙ吸い込ପやす଀等ଙ要因ଳଵ異କଶ૾ଓ૷あଵ଩す㋲

ふ૸ଓଵ→指触乾燥:⎝な時間／完全乾燥:⎝に4時間
乾燥時間ଚ㋵気温にど℃㋵水ଙ含水率にど％以下଒ଙ目安଒す㋲塗装回数㋵樹種や気候条件ଖଳଵ乾燥時間૷異କଵ଩す㋲

ଦଧ無臭଒す㋲૿利用଀ଷଶ方ଖ安全କ製品଒す㋲

国土交通省建築指導課ଖଳଶ㋳告示対象外製品＝ホルムアルデヒドଙ発散૷ଦଓାଔ認め଴ଷକい製品㋴ଖ相当㋲
଀଴ଖ㋵㋳み☆☆☆☆相当㋴଒あଶ૾ଓଽ確認済ପ଒す㋲
一般財団法人 日本塗料検査協会 西支部ଖ૵けଶJIれ K のはどなて4てな:にどど3㋳塗料成分試験方法て第4部:塗膜૶଴ଙ放散成分分析て
第な節:ホルムアルデヒド 3でデシケータ法ଖଳଶ㋴ଽ実施ଂ㋵ホルムアルデヒドଙ放散量૷基準値以下଒あଶ૾ଓଽ確認済ପ଒す㋲


